大阪府学校教育審議会
「新しい時代に対応する府立高等学校教育の改革並びに
高等学校入学者の在り方について」（答申）
（平成７年４月17日）
Ⅱ　高等学校入学者選抜方法の改善
(1) 評定の区分と調査書の記載事項
（略）
(2) 調査書と学力検査の比重
　　　　　（略）
(3) 受験機会の複数化
ア　専門一次
専門一次の募集人員は、平成6年度選抜においては、全日制の課程の全募集人員の約8%である。また、国際教養科、英語科、理数科等の最近設置した専門学科の専門一次における募集人員は約1.8%になっている。
本分科会は中間まとめにおいて、理数科の専門一次の募集人員の在り方については、受験する生徒の心理的影響等に配慮して検討する必要があること、また、従来の職業教育に関する学科の募集人員の在り方については、中学校卒業者の受験機会の確保や進路希望の動向を踏まえ対応する必要があることを指摘したところである。
専門一次の募集人員の在り方については、中間まとめにおいて述べたところであるが、入学者選抜の実施結果の分析と合わせ検討することが望ましい。
　　イ　総合学科の選抜方法
今後検討される総合学科については、中学生が系列の特色に応じて総合学科設置校を自由に選択できるよう、通学区域を府内全域とするとともに、専門一次と同時期に募集することが望ましい。
　　ウ　普通科における受験機会の複数化
今後、体育コース、芸術コース、福祉コース等において、専門学科に準じる程度に専門教科・科目を設ける場合には、専門一次の形態で選抜し、生徒の学校選択の余地を拡大することが望ましい。
(4) 推薦入試
本府以外の都道府県においては、調査書、作文、面接を合否の判定資料として推薦入試を実施している。本府においては、入試の客観性・公平性も配慮して、専門学科において専門一次を実施した経緯も踏まえ、学力検査を実施しない推薦入試の導入については慎重な対応が望ましい。
なお、音楽科等、実技検査において特に専門的な特性が要求される学科においては、別途、生徒の特性を生かすことのできるような入学者選抜方法の在り方について、今後検討することが望まれる。
(5) 定時制の課程における入学者選抜
　　　　　（略）
参考資料６









